







































一般的である。国際学会においては、1990年ごろから「end of life care」という用語が定着しつつ
ある。国立情報学研究所の論文検索サイトCiNiiにおいても、「end of life care」という言葉を入力し
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た結果、1993年の論文からこの用語が使用され始めている。柏木（2007）によれば、「terminalとい
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  ① ソーシャルワークの目標・課題・介入の効果について、専門家が確信をもちにくくなって
きたこと。いいかえれば専門家が謙遜になったというのか、ためらいがでてきたこと。 
  ② 従来の理論がはたして実践に役立つのかという疑問が出てきたこと。 
  ③ ソーシャルワークにおける雇用構造の変化、新しいトレーニングの内容、新しいソーシャ
ルワーカーの役割などに対応できなくなったこと。 
  ④ 新しいタイプのコミュニティ・アクション、セルフヘルプ・グループなどの台頭が、ソー
シャルワークの実践にインパクトを与えたこと。 
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けるケアというものについて触れておきたい。 
 柏木（1986）は、ホスピスにおけるケアの重要なポイントを次のようにまとめている。 
  ① ホスピス死を現実のものとしてとらえ、それをタブー視したり、恐れたりはしない。 
  ② ホスピスのケアは死に焦点を合わせているのではない。 
  ③ ホスピスの根本精神は支えあいである。 
  ④ ホスピス・ケアが強調するのは苦痛の緩和である。 
  ⑤ ホスピスは患者のみならず家族のケアも重視する。 
  ⑥ ホスピスは施設だけを意味するのではなく、ケアの概念、考え方、またケアの方法論、 
プログラムといった広い意味をもつ。 
  ⑦ ホスピスではチーム・アプローチが強調される。 
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